


5年ほど前にもヤマトビオトープ園のミソハギの花を描いた。

そのときは、一つの花だけを拡大して画面いっぱいに描いた。

今回は、茎に花とつぼみがひしめき合ってついている様子。

なぜ描いたかというと、ミソハギのガクの縞模様に、

またしても心がときめいてしまったから。

しかも今回は花のガクだけではなく、つぼみにも縞模様を発見!

濃い桃色の花たちが華やぐその上に、

青白い葉とつぼみたちが醸す静けさが、とてもいい。

〈縞模様〉といえば、シマウマ。あの白と黒の縞模様は光を拡散して、

アブなどの吸血昆虫から身を守る効果があり、

牛も白と黒の縞柄に塗ったら同様の効果があったと、最近話題になった。

ミソハギの縞模様はその逆で、虫たちを花の中心部に誘導するための目印。

受粉を確実にするためのミソハギの戦略なのだそう。

私もヤマトビオトープ園のミソハギの縞模様に誘われて、二作描いた。

ミソハギの縞模様は昆虫も人も誘き寄せる、とても魅力的な縞模様だと思う。
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